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　私は昨年の4月にUターンし、新規就農をしまし
た。両親が数年前から農業を営んでいたため、両親
にも色々手伝ってもらいながら妻とともに家族で作
業しています。春はズッキーニ、夏秋はナス、冬は
ネギを栽培し、それぞれの作物の準備や収穫が重な
ることが多々ありましたが、上手く家族で役割分担
をすることで一年目を乗り切ることができました。
　実は当初、すべての作業を私一人で行うつもりで
した。しかし、周りの農家さんや家族のアドバイス
から家族で作業をすることにし、それが良い結果に
つながったと感じています。
　ナスを例に挙げると、私の場合、一人で作業する
と最盛期では収穫・管理をするだけでも早朝から昼
過ぎまでかかり、昼食休憩を取ると夕方近くになっ
て疲労から午後の作業がなかなか進みませんでし
た。しかし、妻に手伝ってもらうことで昼前には終
えられるようになり、他の作業（例えば、ナスの薬
散、ネギの除草）に十分に時間があてられるように
なったのと、優先すべき作業を後回しにせず行えた
ことで作物の品質向上につながりました。また、妻
に作業を教えることで私自身の栽培の知識を深める

こともできました。私が力仕事を行っている間は、
妻が直売出荷用の作物の管理やポップを作ることで
直売所への出荷もでき、多くの品目を栽培する経験
ができました。
　また、両親には調整や袋詰めを手伝ってもらい大
変助かりました。家族で意見を出し合ったり、得意
な作業を担当したりすることで、効率化も図ること
ができました。
　結果として、品質も収入も予定以上の成果が得ら
れ、自信にも繋がりました。もし初年度から私一人
で全ての作業をこなそうとしていたら、目の前の作
業に追われ、効率化を考えたり栽培の知識を深めた
りする余裕がなく、自信を無くしていたかもしれま
せん。農業を始めたばかりのとき、先輩農家から、
農作業は二人で行うと一人分が2倍になるのではな
く、それ以上のことができるのだと教えてもらいま
した。確かに、家族で協力して作業することで出来
るようになることは想像以上に多くあると感じた一
年でした。
　両親と妻に感謝するとともに、今後も家族で農業
に励んでいきたいと思います。

男女共同参画推進委員会
第158回　リレー・エッセイ

農　家
内田　智

老若男女・家族で農業をして
感じたこと

■問 □本 市民課市民生活係（☎内線1027）

　咲前神社で恒例の春祭りが開かれ、市重要無形文
化財の太々神楽が奉納され、今年は5年ぶりに13座
すべての舞が披露されました。また、安中総合学園
高和太鼓部の生徒も参加し、伝統の神楽を引き立て
ました。幕間には「福物」もまかれ、多くの人が縁
起物に手を伸ばしていました。

0401 伝統の太々神楽を奉納
咲前神社春祭り

　市は、地域の魅力を広く発信し、知名度向上に務
める初めてのアンバサダーに市出身のプロレス
ラー、安齊勇馬選手を委嘱しました。委嘱期間は3
年で、安齊選手は「プロレスを通じて安中市の魅力
を広め、いつか安中市でリングに立ちたい」と抱負
を語りました。

0308 安齊選手を委嘱
安中市アンバサダー第1号

■問 □本 市民課市民生活係（☎内線1027）

■問 安中ヘルメットプロジェクト（■e annakahelmetproject@gmail.com）

　2月21日、市民活動推進事業補助金の交付を受け
る11団体の代表者など18人が参加し、活動報告と
意見交換が行われました。
　はじめに、3年間の補助金交付期間が終了した安
中市子ども食堂連絡協議会が、「子ども食堂フェス
タ」の事業内容や今後の展望について報告し、続い
て人見ふる里会、碓氷峠の馬子唄保存会、特定非営
利活動法人Annakaひだまりマルシェが、今年度か
ら取り組みを始めた活動について報告しました。
　意見交換会では、活動に対する市民の反応や手応
えなど事業の効果について意見を交わし、普段は違
う分野で活動する団体と課題や問題点を共有するこ
とができました。

活動報告と
意見交換会を開催しました

市民活動通信 　安中ヘルメットプロジェクトは、市内の
子どもたちにヘルメットを届けることで、
防災意識を高めてもらう取組みです。
　令和2年から、これまで市内2,000人以
上の児童に防災ヘルメットを贈った後、中
学生に向けて3年計画で再スタートし、昨
年度は約600個を寄贈しました。2年目と
なる今年度は、中学3年生への寄贈が目標

です。
　また、能登半島の復興も支援していま
す。寄付や義援金を募るのでなく、今まで
と同様にTシャツを製作します。購入して
いただく皆さんの行動に思いを乗せ、すべ
ての収益を復興地に還元する活動に活かし
ていきます。これからも応援よろしくお願
いします。
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